
常務理事　福　島　和　彦

令和２年度 第１回理事会について

　令和２年度第１回理事会、定時総会の開催につい
て、県獣医師会として４月７日に新型インフルエン
ザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の発出さ
れる中、開催素案とそのシミュレーションを基に４
月16日（木）の事業推進会議以降、開催方法等につ
いて幾度となくメール等も用い開催に係る協議を重
ねてきました。当初、緊急事態宣言解除後の５月28
日（木）に理事会の開催を予定しておりました。し
かしながら、残念な事に５月連休の最中に、５月末
までの緊急事態宣言の継続発出もあったことから、
理事等への新型コロナウイルス感染防止の観点から
定款第32条第２項の定めに従い理事会については、
次の決議事項を書面による「決議の省略」による開
催とさせて頂きました。
　第１号議案の2019年度事業報告及び決算について
ですが、事業報告については2019年度の理事会にお
いて逐次報告を行っており、また、決算については
５月12日（火）に監査を終了していることから承認
を得ることができました。
　第２号議案の令和２年度定時総会開催についてで
すが、結果として６月14日（日）、県獣医師会館に
おいて実施することとしました。
　総会の開催日時、場所については、理事会におい
て決定することが一般社団法人及び一般財団法人に
関する法律第38条に規定されていることから、理事
会資料を作成するにあたり、定時総会の開催方法に
ついても事務局内で検討を重ねたところです。
　今年度の定時総会開催に関して、県学事文書課と
も相談を行い、理事会と同様に書面議決を行うこと
を考慮しましたが、全会員から全提出議案の承認回
答を得る事が必須で、期日までの回収等が困難であ
り、結果として再度臨時総会を開催することも考え
られ、今回の総会では会費の納入期限の議案もある

ことから規模を極力縮小しての開催としました。
　開催場所についても、県獣医師会館以外の種々の
公共施設等当たりましたが、照会した時点では、何
れも貸し出しは困難という回答結果となりました。
今後、開催案内及び総会資料をお送りする際に改め
てお願いをしますが、県獣医師会事務局としても感
染防止対策として「換気」をはじめ「出席者同士の
距離の確保」等に努めますが、出席される方にあっ
ては、マスク装着等各自で感染防止対策をお願いし
ます。
　第３号議案の新規加入会員の件については、本会
報でも紹介しますが、今回12名の方の入会が承認さ
れました。（本会報P３参照）
　第４号議案の任期満了に伴う支部長の交代につい
ては、熊毛支部と県庁支部において支部長の交代が
あり承認されました。今後、熊毛支部についてはカ
ワムラ獣医科病院の河村和俊先生、県庁支部につい
ては、畜産振興課の小川賀雄先生が支部長を努めら
れます。
　第５号議案の任期満了に伴う職域部会及び各委員
会に係る委員については、各支部、部会長からの推
薦を頂きましたが、全ての委員候補の方について承
認されました。（本会報P４参照）
　第６号議案の令和２年度会長表彰（県獣、中獣連、
日獣）についても各支部からの推薦のあった会員に
ついて県獣医師会会長表彰の承認と中国地区獣医師
会連合会・日本獣医師会長表彰候補として各事務局
へ提出することが承認されました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大、５月４日の緊
急事態宣言の継続発出、５月14日の本県を含む39県
の解除などの急変する時勢の中、第１回理事会承認
事項の６議案について全てが承認されたことをお伝
えします。

第61回山口県家畜保健衛生業績発表会に係る選考会を開催

　令和２年５月19日（火）、中部家畜保健衛生所に
おいて、第61回山口県家畜保健衛生業績発表会に係
る選考会を開催しました。
　山口県家畜保健衛生業績発表会は、家畜保健衛生
所（以下、家保）等の職員が日頃の業務の成果を発
表する場であり、中国四国ブロック家畜保健衛生業
績発表会で発表する優秀な３演題を選出する場でも
あります。
　例年、山口県家畜保健衛生業績発表会には畜産関
係者に多数ご参加いただいておりますが、今回は、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、助言
者及び各家畜保健衛生所長のみが出席し、全12演題
の中から３演題の選出を行いましたので、別添演題
一覧の順に紹介させていただきます。
１　大規模肉用牛農場で発生した牛呼吸器病症候群
（BRDC）とその対策（第１報）（中部家保　鶴田

祐哉）
内容：牛呼吸器病症候群での死廃が多発した肉用牛
農場において、被害低減に向け総合的な対策を講じ
た結果、過去２年に比べ、今冬の呼吸器病診療頭数
が大幅に減少した。
２　黒毛和種繁殖雌牛におけるドングリ中毒による
死亡多発事例（中部家保　柿原新）
内容：肉用牛飼養施設において、放牧されていた黒
毛和種繁殖雌牛において食欲不振及び下痢等の症状
がみられ、死亡率が高い事例が発生。疫学、血液検
査及び病理学的検査結果から、ドングリ中毒と診断
した。
３　肉用牛繁殖農場における牛白血病清浄化への取
組（西部家保　多度津大介）
内容：地方病性牛白血病（以下、EBL）について、牛
飼養者に注意喚起した。EBL発生農場において清浄化

県庁支部　吉　本　侑　里
（山口県農林水産部畜産振興課）
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リレー随筆
新たな環境で 玖珂支部　弘　中　健　人

（東部家畜保健衛生所）

　大石大樹先生からバトンを受け取りました、弘中
健人です。皆様、はじめまして。また、お久しぶり
です、という方もおられるかもしれません。苗字が
山本から弘中に変わりましたので、わかりにくかっ
たと思われます。
　現在、東部家畜保健衛生所で今年４月より新人と
して働かせていただいております。新たな環境の中
でわからないことも多く、毎日が勉強で、充実した
日々を送っております。職場の人たちも懇切丁寧に
指導してくださり、感謝が絶えません。ありがとう
ございます。
　さて、私は８年前に山口大学を卒業して、その後、
周南市シラナガ動物病院で約６年間、小動物臨床を
やらせていただきました。社会人の基礎をそこで学
び、働くとはどういうものなのかを頭と体で覚えて
いきました。
　退職後、実家のお寺（浄土真宗本願寺派）を継ぐ
ために、昨年４月より京都に移住しました。西本願
寺が管轄である中央仏教学院第一馮翊（ふよく）寮
に入居し、寮生として仏法を学びました。毎日が朝
早く起き、晨朝勤行（朝のお勤め）、学校で授業、日
没勤行（夕方のお勤め）、就寝勤行（寝る前のお勤め）
といった繰り返しでした。最初は集団生活になれず、
帯状疱疹になったり、正座のやり過ぎで足が腫れ上
がったり、つらい日々が続きました。しかしながら、
その生活も慣れていき、勤行が当たり前の生活になっ
ていきました。
　ある授業で印象に残った話があります。その授業で
は「浄土真宗の利益（りやく）」についてでした。先
生はたとえ話を始めます。
　ある家族が前々から計画していた沖縄旅行に行く
という設定です。しかし父親が突然、「富士山に登山

行くぞ！」と言い、無理やり家族
を富士山に連れて行きます。父親
以外の家族は嫌々ながら、富士山
に行き、登山を成功させました。
それからいくらか時が過ぎ、家族
で旅行のことを思い出してみます。
すると思ったほか、あれだけ嫌
がっていた富士山が、結果として、
良い思い出になったという話です。
　私も思い返してみると、動物病
院の先生に憧れ、獣医師を目指し
た中、途中でお寺の跡継ぎの話が
突然飛び込んできました。最初は
全くお寺を継ぐ気はなく、ましてや両立なんてでき
ないですし、ひどく自分の我を出して、あらがって
いました。しかし、母親が住職になり、ご門徒さん
と接する機会が増え、そして京都で勉強することに
なりました。京都にいって以来、仏壇の前で手を合
わせて念仏を唱えることが多くなりました。すると
不思議とあらがっていた自分がちっぽけに見え、あ
りのままを受け入れるようになりました。（阿弥陀様
に）お育ていただいている、このことを感じるよう
になりました。自分の思い通りになることが本当の
幸せなのかどうか、そういったことを感じさせる経
験になりました。
　自分の思い通りにはいかない世の中で、ましてや
コロナウイルスがはびこっている厳しい状況ですが、
皆さんが結果として、よかったと思えることを切に
願います。

　次回はいつも明るく元気な、あくあ動物病院の相
津絢子先生にお願いします。

対策を継続的に実施した結果、抗体陽性率が低下し
た他、EBL対策の啓蒙により家畜人工授精師や農家の
意識が向上し、自主検査及び対策に取り組む農場が
増加した。
　最後になりましたが、助言者の皆様には、それぞ

れの専門的なお立場から、適切かつ貴重な御助言を
いただきました。この場をお借りし、改めてお礼申
し上げます。
　本発表会の成果を今後の業務に活用し、本県畜産
の発展に努めていきたいと考えております。

第 61 回山口県家畜保健衛生業績発表会発表演題一覧
所属 発表演題 発表者

東
部

家
保 ① 管内肉用繁殖牛の地方病性牛白血病清浄化に向けた取組 大岩本拓也

中
部
家
保

① 管内畜産農家における飼養衛生管理基準不遵守に対する改善指導の取組 亀山光博
② 大規模肉用牛農場で発生した牛呼吸器病症候群とその対策（第１報） 鶴田祐哉
③ 家保で活用する一次病性鑑定用テキストの改訂 佐野裕規
④ 黒毛和種繁殖雌牛におけるドングリ中毒による死亡多発事例 柿原　新
⑤ 鶏痘の病理組織学的検索 鳴重寿人

西
部

家
保

① 管内における肉用牛の山口型放牧推進について 前田翔一
② 肉用牛繁殖農場における牛白血病清浄化への取組 多度津大介

北
部

家
保

① ONE TEAM で取り組む酪農支援 木本結貴
② 肉用牛一貫経営農家における白筋症の発生と同居牛検査 小南直司

農
林
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー

① ポビドンヨード剤を用いた煙霧消毒の有効性の検討 笠井亨浩

② 経腟採卵・体外受精 (OPU-IVF) による胚生産の効率化に関する研究 齋藤陽之

・農林総合技術センターによる発表演題（２題）は中国四国ブロック家畜保健衛生業績発表会への選出対象外
・発表者の所属は発表演題作成当時のもの
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手作りマスクなんて

　この数か月新型コロナウイルス感染症に関する
ニュースを見ない日はないのではないでしょうか。
様々な物資が品薄となるなかで、私が困っていたの
はマスクでした。
　私自身に動物アレルギーがあるため、特に一部の
猫に触れてしまいますと、鼻水が湧き水のごとく排
出されそのまま口に入ってくるという状況になって
しまうからです。マスクはアレルギーを抑えるとい
うより鼻水だらけの顔面を隠すという仮面の働きを
してくれるという必須のアイテムなのです。そのた
め一年中ずっと仕事中はマスクをしており、そのマ
スクが安定的に入手困難なのが頭を悩ませていまし
た。
　なので無い物は作ってみようと思い、不織布など
の材料を大手ネット通販にて購入し、その到着を
待っていました。このゴールデンウイークまでに届
いたら作ってみようなんて考えていたのですが、待
てど暮らせど届かない・・・。そしてゴールデンウ
イークが終わってしまいました。
　そうしているうちに最近になりホームセンターな
どで不織布マスクなどを見かけるようになっていま
した。しかもそんなに高額なわけでもないのです。
　そしてついに不織布が届きました。・・・って遅
いよって思いながらも、このままにするのは悔しい

のでちょっとだけ作っ
てみました。まず不織
布を切り分けて、それ
らを３枚に重ねてマス
ク っ ぽ く 織 り 込 ん で
いってみたいな感じで
頑張ってみました。意
外ときれいに織り込む
のが難しくて重いもの
の下敷きにしてみたり、
アイロンで折り目をつ
けてみたり。お手軽に
出 来 な い も の か と 頑
張ってみましたが、使
い捨てにするには手間がかかりすぎることがわかり
ました。なんとか試作品第１号を作りましたが、ま
だ耳にかけるゴム紐、鼻にフィットさせるワイヤー
が届いてないことに気づきました。注文して１か月
半は過ぎようとしているが、届くのか・・・届いた
ところで今さらこのモチベーションで作ろうという
意欲は失せているが。・・・って思っている今日こ
の頃です。
　まだまだ自粛の雰囲気がつづきそうですが、皆様
も体調にはお気を付けください。

防府支部　上　田　晋　平
（みどりペットクリニック）

やっと届いた不織布

支　部 氏　　　　名 所　　　　　　　属 卒業学校 備　　考

玖 珂 坂 　 本 　 江 　 里 岩国健康福祉センター 日本大学 公衆衛生

玖 珂 弘 　 中 　 健 　 人 柳井農林水産事務所 山口大学 産業動物・再入会

玖 珂 水 　 田 　 妙 　 子 山口県農業共済組合 山口大学 産業動物

徳 山 福 　 江 　 美 智 子 シラナガ動物病院 大阪府立大学 小動物・再入会

徳 山 森 　 永 　 有 　 紀 シラナガ動物病院 山口大学 小動物

山 口 大 　 山 　 ゆ 　 き 山口農林水産事務所 山口大学 産業動物

山 口 谷 　 口 　 亜 沙 子 山口県農業共済組合 山口大学 産業動物

長 北 大 　 田 　 泰 　 三 大田動物病院 日本獣医生命科学大学 小動物

長 北 相 　 津 　 絢 　 子 あくあ動物病院 山口大学 小動物

長 北 藤 　 田 　 柊 　 人 長門健康福祉センター 岐阜大学 公衆衛生

豊 浦 茨 　 木 　 義 　 弘 下関農林事務所 北里大学 産業動物

山 大 早 　 坂 　 大 　 輔 山口大学共同獣医学部 北海道大学 公衆衛生

新入会員紹介
　令和２年度第１回理事会において、下記の先生方の入会の承認が得られましたのでお知らせします。今後、獣医
師会会報を介して、自己紹介等をお願いすることとしております。
　会員の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

※：同一支部の方は、五十音順に記載しております。
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〈産業動物部会〉	
委　　　　　員

氏　　名 勤　務　先　等 所属支部
田村　英則 東部地区家畜診療所 玖珂
大石　大樹 柳井農林水産事務所畜産部 玖珂
大谷　研文 山口農林水産事務所畜産部 山口
岡藤　武人 下関農林事務所畜産部 豊浦
原田　　恒 萩農林水産事務所畜産部 長北
谷口　雅康 山口大学 山大

職域部会、各委員会委員の紹介

職域部会

特定委員会

常設委員会

〈小動物部会〉　　　

〈学校飼育動物対策委員会〉 〈災害時動物救護対策委員会〉〈会報編集委員会〉

〈学会運営委員会〉

（学会運営委員より６名）

〈獣医学雑誌編集委員会〉

　この度の令和２年度第１回理事会において、各支部や部会
長から推薦のあった委員会委員が承認されましたのでお知ら
せします。なお、任期は、令和２年６月１日から令和４年５
月31日までとなります。

〈総務委員会〉

〈獣医公衆衛生部会〉 
委　　　　　員

氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部
大黒屋　勉 みさお動物病院 玖珂
弘津　和之 光動物愛護病院 熊毛
白永　伸行 シラナガ動物病院 徳山
新田　直正 ファミー動物病院 防府
原田　康隆 あさひ動物病院 山口
藤本　英三 ふじもと動物病院 美祢
片桐　秀信 片桐動物病院 宇部厚狭
市岡　貴典 レオ・アニマルクリニック 長北
工藤　洋幸 くどう動物病院 豊浦
高橋　　学 たはかしペットクリニック 下関
福田　達也 山口県生活衛生課 県庁
谷　　健二 山口大学 山大

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

三上　俊樹 さくら動物病院 玖珂
福島　隆雅 ワールド動物病院 熊毛
兼重　賢二 はなおかペットクリニック 徳山

末冨　　裕 防府

福田　泰史 福田犬猫病院 山口
吉村　正道 吉村動物病院 美祢
野見山真吉 のみやま動物病院 宇部厚狭
小見山剛英 こみやま動物病院 長北
岡村　真吾 西部地区家畜診療所 豊浦
角田　芳子 長府家畜病院 下関
浅沼　康之 山口県生活衛生課 県庁
馬場　健司 山口大学 山大

部
門

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

産 柳澤　郁成 下関農林事務所畜産部 豊浦
産 大谷　研文 山口農林水産事務所畜産部 山口
産 大石　大樹 柳井農林水産事務所畜産部 玖珂
産 佐々木直樹 山口大学 山大
小 白永　伸行 シラナガ動物病院 徳山
小 網本　昭輝 アミカペットクリニック 宇部厚狭
小 奥田　　優 山口大学 山大
小 谷　　健二 山口大学 山大
小 中市　統三 山口大学 山大
公 山縣　　宏 防府看護専門学校 山口
公 殿河内英雄 山口県生活衛生課 県庁
公 度会　雅久 山口大学 山大

部
門

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

産 柳澤　郁成 下関農林事務所畜産部 豊浦
産 大谷　研文 山口農林水産事務所畜産部 山口
小 奥田　　優 山口大学 山大
小 谷　　健二 山口大学 山大
公 殿河内英雄 山口県生活衛生課 県庁
公 度会　雅久 山口大学 山大

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

柳谷　泰夫 周南健康福祉センター保健環境部 徳山
古川　勝也 山口県動物愛護センター 山口
山縣　　宏 防府看護専門学校 山口
坂本　　聡 宇部健康福祉センター 保健環境部 宇部厚狭
殿河内英雄 山口県生活衛生課 県庁
度会　雅久 山口大学 山大

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

大石　大樹 柳井農林水産事務所畜産部 玖珂
菅原　淳也 菅原獣医科医院 熊毛
三谷　　藍 三谷獣医科病院 徳山
上田　晋平 みどりペットクリニック 防府
鹿島　貴朗 山口農林水産事務所畜産部 山口
鶴田　祐哉 農林総合技術センター畜産技術部 美祢
羽迫　広人 ことのは動物病院 宇部厚狭
笠井　亨浩 萩農林水産事務所畜産部 長北
坂田　芳則 下関農林事務所畜産部 豊浦
吉村大一郎 よしむら動物病院 下関
山下　太郎 山口県畜産振興課 県庁
上林　聡之 山口大学 山大

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

森崎　次郎 森崎動物病院 玖珂
友好　将也 ゆうなん動物病院 熊毛
三谷　恭二 三谷獣医科病院 徳山
上田　晋平 みどりペットクリニック 防府

森　　　章 山口

藤本　英三 ふじもと動物病院 美祢
網本　昭輝 アミカペットクリニック 宇部厚狭

上村　光昭 長北

水藤　　創 水藤獣医科 豊浦
中島　晶夫 中島動物病院 下関
吉本　侑里 山口県畜産振興課 県庁
渡邉　健太 山口大学 山大

委　　　　　員
氏　　名 動物病院・勤務先等 所属支部

西野　　奨 西野動物病院 玖珂
河野　節子 かわの動物病院 熊毛
高浦　智也 太華動物病院 徳山
中野　園子 なかの動物病院 防府
脇本　雄樹 西京の森どうぶつ病院 山口
藤永　裕二 GLEE 動物診療所 美祢
網本　昭輝 アミカペットクリニック 宇部厚狭
市岡　貴典 レオ・アニマルクリニック 長北
水藤　　創 水藤獣医科 豊浦
村上　雅之 ファミリー動物病院 下関
吉本　侑里 山口県畜産振興課 県庁
砂原　　央 山口大学 山大
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拝啓
　当地は田植えも終わり美しい水田の景色が広がっ
ています。相棒のターシャとの散歩には最適の季節
となりました。一人で歩ける幸せを感じています。
　会長様始め職員の皆様には、ご健勝にて日々をお
過ごしのこととご推察申し上げます。いつも私ども
山口県盲導犬使用者双葉の会の活動に対し、深いご
理解を賜り心より感謝申し上げます。
　今年は、新型コロナウィルスの事で総会が延期と
なりました。
　閉塞感の強い昨今ですが、すべてに時が有るとか、
どのような形でコロナが終息するのか、静かに時を
待ちたいと思っている処です。
　SKYPEやメールで決算書などの承認を得ました。

ここに2019年度の決算書と監査報告書の写しを同封
させていただきました。
　お陰様で今年度も、ノミ、ダニ駆除の薬代の助成
をすることが出来ました。
　本当にありがとうございました。
　双葉の会も昨年に引き続き二人の新しい使用者が
入会されました。社会参加への出端をくじいてはな
らないと思います。相変わらず入店、乗車、宿泊な
どの拒否事例が報告されています。盲導犬理解の為
にも活動を継続しなければなりません。今後ともご
支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
　末筆ながら会長様をはじめ会員の皆様のご健康を
心よりお祈り申し上げます。
� 敬具

～盲導犬使用者双葉の会より～
山口県盲導犬使用者双葉の会　会長　原　田　一二三

お知らせ

お知らせ

　令和２年５月18日付け２日獣発第16号で次のとおり、（公社）日本獣医師会から通知がありましたのでお知
らせします。年次学会、獣医学術中国地区学会及び中国地区獣医師大会の中止については、既に県獣医師会ホー
ムページに掲載しお知らせしておりますが、今回の通知により全国の獣医学術地区学会及び地区獣医師大会につ
いても開催担当地方獣医師会の了承を得て開催が中止となりました。
　県獣医学会の開催等につきましては、今後の学会運営委員会において協議を行うこととしております。

　会議等の開催計画について
　◎学会運営委員会
　　令和２年６月11日（木）13：30～　県獣医師会館２階会議室
　◎山口獣医学雑誌編集委員会
　　令和２年６月11日（木）学会運営委員会終了後　県獣医師会館２階会議室
　◎山口県獣医師会会報編集委員会
　　令和２年６月22日（月）13：30～　県獣医師会館２階会議室
　◎三部会委員会（産業動物、小動物、獣医公衆衛生）
　　令和２年７月２日（木）13：30～　県獣医師会館２階及び３階会議室

令和２年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会
及び獣医学術地区学会・地区獣医師大会の開催中止について

　平素から本会事業につきましては、ご理解とご協力をいただき厚く御礼を申し上げます。
　さて、我が国における新型コロナウイルス感染症の急激な拡大に伴い、全土に「緊急事態宣言」が発出
され、密閉・密集・密接した場所における集会の開催や、他都道府県への移動を含む、不要不急の外出自
粛の措置が講じられたものの、未だその収束が見えない状況にあります。
　また、夏季に向かい一時的に収束したとしても来冬には再びある程度の流行が予見されるとの専門家の
意見等もあり、アフリカ等の開発途上国における流行の継続等を考慮すると、屋内において開催する大規
模なイベントは、今後も自粛を継続する必要があると考えられます。本会ではこのような状況に鑑み、令
和２年４月20日（月）開催の業務運営幹部会において、本会主催の令和２年度獣医学術学会年次大会とと
もに、獣医学術地区学会及び地区獣医師大会についても開催担当地方獣医師会の了承を得て開催を中止す
ることといたしましたので、ご承知いただきますようよろしくお願い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染症に関するQ&A
　公益社団法人 東京都獣医師会 危機管理室の了解を得て、新型コロナウイルス感染症に関するQ&Aを掲載しま
す。日頃の、診療等に利用してください。

飼い主のみなさまへ
公益社団法人 東京都獣医師会　　
危機管理室 感染症対策セクション

Q１．新型コロナウイルスはペット（犬や猫）にうつりますか？
A．ペットへの感染に関する報道が続き、飼い主のみなさまにとってはご心配な毎日だと思います。
　�・OIE（国際獣疫事務局）によると、香港当局は新型コロナウイルスに感染した方が飼育している犬か

ら、このウイルスの弱い陽性反応が見られたと報告しました。この犬の弱陽性反応は、その後、陰性と
なったようです。この犬はその間、何も症状を出していませんでした。

　�　最初の血液検査では、感染を示すコロナウイルスに対する抗体価の上昇は認められませんでしたが、
その後陽性が確認されましたので、その犬への感染は起きたようです。３月18日には、別の陽性患者が
飼っている犬も陽性となったことが報告されています。この犬も症状を示さず、その後、陰性となりま
した。

　�・猫では、３月27日にベルギーで感染が確認されたと、ベルギー当局が発表しています。報道によると、
この猫は下痢、嘔吐、呼吸困難などの症状を示した後、回復したとされていましたが、判断をするため
の十分な情報がなく、本当に感染したかどうかも含めて不明です。

　�　その後、３月31日には、香港当局が猫への感染を報告しています。この猫は症状を示していないとさ
れています。

　�　４月22日には、ニューヨーク州でそれぞれ別の飼い主に飼育されている猫、２頭で陽性が確認され
ました。この猫たちは、軽い呼吸器症状を示し、現在は回復していると報告されています。１頭は飼
い主が陽性患者です。もう１頭は感染源がはっきりしていませんが、CDC（アメリカ疾病予防管理セン
ター）および国立獣医学研究所はヒトの陽性患者から感染したと推測しています。

　・�いずれの報告も、新型コロナウイルスが犬および猫にうつる可能性を示しています。
　�　香港当局およびベルギー当局は、新型コロナウイルス感染症は、ヒトからヒトにうつる病気であり、

ヒトから犬および猫への感染は一般的ではないことを強調しています。
　　https://www.info.gov.hk/gia/general/202003/26/P2020032600756.htm
　　https://promedmail.org/promed-post/?id=20200327.7151215
　�・４月５日には、ニューヨークのブロンクス動物園でトラ１頭が新型コロナウイルスに感染したことが

報告されました。さらに４月22日、先のトラ１頭に続いて、臨床症状を示していたトラ４頭、ライオン
３頭においても、糞便中に新型コロナウイルスが確認されました。

　�・感染実験や、武漢市での猫の抗体価検査の結果などが中国の大学から報告されていますが、今の段階
では、世界の多くの研究機関は十分な根拠がない（不確かな情報）と考えています。

　　今後の推移を注意深く見守る必要があるでしょう。
　�・現時点では、本会を含め世界の多くの専門家は、伴侶動物を日常的に検査する必要はないと考えてい

ます。
　�　繰り返しになりますが、次々に新しい情報が発信されている現時点でも、新型コロナウイルス感染症

はヒトからヒトへ感染する病気であり、ヒトからペットに感染した（ペットからウイルスが検出され 
た）としても、さらにペットがヒトに病気を移す可能性は限りなく低いだろうと、世界中の多くの専門
家も含めて考えています。

　�　今後も人との接点があるペットやその他動物に関する様々な報告が行われることが予想されますが、
冷静に情報を取捨選択し、落ち着いて対応くださいますようお願いいたします。

　�　本会としては引きつづき、飼い主の方が新型コロナウイルスに感染しないことがペットを守るために
も大事であると考えております。

Q２．犬の散歩や運動ではどんなことに気をつければいいですか？
　�　外出の自粛が求められている中ですが、犬の散歩や短時間の運動については続けていただいてかまわ

ないでしょう。ただし、人や犬が多数集まる公園などに連れていくのは避けるべきです。散歩や運動は
必ずリード（引綱）でつないで行ってください。人込みを避けたルートを選び、飼い主同士の立ち話は
避け、通行人や他の動物とは1.8メートル程度の距離を保つようにしましょう。ドッグランの利用は人
や犬が集まる場所になりますので、できるだけ控えてください。帰宅時には手洗い等の感染対策を忘れ
ないように励行してください。
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Q３．犬や猫にも「コロナウイルス感染症」があると聞いたことがありますが、それは人にうつりますか？
Ａ．犬や猫にも固有のコロナウイルス感染症があります。
　�　しかしコロナウイルスは「種特異性」※ が高いため、これまで犬猫で報告されている「コロナウイルス

感染症」が、ヒトを含めた他の種の動物に感染したという報告はありません。
　　犬の場合は軽い下痢症状、猫の場合は伝染性腹膜炎を起こしますが、どちらもまれな病気です。
　�　犬のコロナウイルス感染症が猫にうつったり、あるいは猫のコロナウイルス感染症が犬にうつったり

するのは一般的ではありません。
　※「種特異性」とは
　　形態あるいは機能のうえで、ある種は共通にもっているが、他の種には認められない特色。
Q４．私は新型コロナウイルスに感染しました。ペット（犬猫）とどう接すればいいですか？
Ａ�．あなたが入院される場合は、ご家族など、他にペットの世話をしてくださる方がいらっしゃるようで

したら、その方にお世話をお願いしてください。
　�※2020.04.06「新型コロナウイルスに感染した人がかっているペットを預かるために知っておきたいこ

と（Ver.2）」参照
　�・自宅で療養される場合にはペットの体表にウイルスが付着しないようにするために、療養中の部屋に

ペットを出入りさせないようにしてください。
　　また、汚染したマスクやリネン類にペットが接触しないように注意してください。
　�・ご自宅で世話することができないようでしたら、信頼できる方になるべく早くお預けする方が良いと

考えます。
　�・ご家族が自宅でお世話する場合も、どなたかに預ける場合も、ペットの体表などを介して感染伝播さ

せないため、ペットはシャンプーすることが望ましいと考えます。
　�・シャンプーをする場合は、お湯が出る勢いを弱くして、毛に当たったお湯がご自身を含む周りに飛び

散らないよう工夫するといいでしょう。
　　ていねいにお湯で流したあと、シャンプーをしてください。
　　シャンプー後、ペットを拭いたタオルは一般的な家庭用洗剤で洗濯してください。
　�・世話する方にペットをお渡しする際には、キャリーバッグや首輪、リードなどは、0.05％に薄めた次

亜塩素酸ナトリウム液で拭いた後、塩素を拭き取るためにもう一度水拭きしてください。
　・洗濯や消毒などの注意は以下をご参考下さい。
　　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000601721.pdf
　・ペットとの別れが辛いからといっても我慢して、抱きしめたりしないよう注意してくださいね。
　�・他にお世話をしてくださる方がいらっしゃらず、ご自身が無症状・軽症である場合には、ご自身でお 

世話して頂きたいですが、ご自身から他の方に感染拡大しないように、またペットの体表などに付着し
たウイルスが、他の方の感染源とならないよう注意が必要です。

Q５．飼っているペットが新型コロナウイルスに感染したのではないかと心配です。どうすればいいですか？
Ａ�．ご自身が感染者でない限り、ペットへの感染を心配する必要性は少ないと考えられます。
　�　もし、ペットへの感染が心配であるなら、人混みに連れて行かないようにし、できるだけ感染のリス

クを減らすよう注意して生活します。
　�　新型コロナウイルスに感染していた人とペットが濃厚に接触したことが分かっていて、その後ペット

の体調が悪くなった、という場合には、かかりつけの動物病院に電話をしてください。
　ペットを動物病院に連れていく前には必ず事前に連絡を入れてください。
参考文献：�OIE Questions and Answers on the 2019 Coronavirus Disease (COVID-19)
　　　　　�https://www.oie.int/en/scientific-expertise/specific-information-andrecommendations/

questions-and-answers-on-2019novel-coronavirus/

この記事は2020年４月24日時点の情報に基づいて作成しています。今後、新しく得られた情報によ
り、内容が更新されることがありますので、あらかじめご了承ください。また、個別具体的な事象
への判断を行うものではございません。
� 2020.04.24 公益社団法人東京都獣医師会 危機管理室感染症セクション
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５月12日　・令和２年度監査会� 山口市 (県獣会館)
５月19日　・第61回山口県家畜保健衛生業績発表会選考会
� 山口市（中部家畜保健衛生所）

５月20日　・会報編集委員会� 山口市（県獣会館）
５月29日　・山口県公衆衛生協会 監査� 山口市（県獣会館）
５月14日、28日　事業推進会議
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次回編集委員会　６月22日（月）

事務局だより
　５月に計画されていました多くの行事が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止又は延期となりました。
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